130th Anniversary Commemoration Research Expenses by unknown
創立130周年記念特別研究費（なにわ大阪研究）
雑誌名 関西大学なにわ大阪研究
巻 1
ページ 43-59
発行年 2019-03-31
その他のタイトル 130th Anniversary Commemoration Research
Expenses
URL http://hdl.handle.net/10112/16815
43
創立 130 周年記念特別研究費（なにわ大阪研究）
特別研究について
　特別研究費（なにわ大阪研究）は、関西大学なにわ大阪研究センターがめざす「ネットワークと
しての大阪研究の拠点づくり」を支援するために平成26年度に創設されました。研究班の公募に際
しては、本センターの活動方針の中核ともいうべき基幹研究部門を設定しています。これまでの成
果として、すぐれた研究実績をもとにした情報発信が高度化され、また、各分野からの新たな取組
みからもさまざまな知見が生み出されています。これらを足掛かりとして、本センターにおける地
域研究と連携の活動が一層重層化されるとともに、今後の継続的な外部資金獲得の基盤が形成され
ることが期待されています。
基幹研究部門について
1 ．本学のルーツを探る関西法律学校・泊園書院部門
2．永続的な地域研究のハブを宣言する大阪地域研究部門
3．上方演芸の研究部門
4．歴史認証とCG技術、社会科学、工学の英知を結集した景観再現・デジタルアーカイブズ部門
5．大阪の防災・減災と環境部門
6．上記の研究部門以外で、研究者自らが提案する研究
採択課題一覧
2014年度
研究課題 関西大学の知的ルーツ「泊園書院」の調査と研究
研究代表者 吾妻　重二　文学部・教授
研究概要
　泊園書院が本学のルーツの一つを成すことはよく知られている。江
戸時代の文政 8年（1825）、四国高松藩出身の藤澤東畡により大阪淡
路町に開かれた漢学塾・泊園書院は明治以後も隆盛し、東畡の子で
第 2代院主の藤澤南岳、南岳の子で第 3代院主の藤澤黄鵠、黄鵠の
弟で第 4代院主の藤澤黄坡、さらに黄坡義弟の石濱純太郎らの努力
により、昭和23年（1948）まで120年ほど続いた。
　とりわけ南岳は「通天閣」や森下「仁丹」、日本最初の町立幼稚園
「愛珠幼稚園」の命名者としても知られ、東京に対抗する大阪の代表
的文化人として一時代を築いた。南岳が東京帝国大学漢学科教授就
任要請をあえて辞退したのは有名なエピソードである。この間、泊園は多くの人材を輩出
し、近代ジャーナリスト先駆者の岸田吟香、浪速銀行頭取の永田仁助、日本大学初代学長
の松岡康毅、英吉利法律学校（現中央大学）創立者の一人山田喜之助、尼崎紡績（現ユニ
チカ）の創業者福本元之助、台北帝国大学初代総長の幣原坦、武田薬品創業者の武田長兵
衛らはいずれも泊園出身者である。
　本研究は江戸から明治・大正・昭和前期にかけて大阪の知的拠点であった泊園書院の学
問や蔵書、教育、門人、著作、詩文、書簡等を調査・研究することを目的とする。これは
近世・近代の大阪文化の解明に繫がるのみならず、江戸時代にまで遡る本学の学問的源流
を明らかにし、再評価するための重要な作業となるはずである。
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泊園書院（分院） 泊園書院址の碑
研究分担者
藪田　　貫　文学部・教授
中谷　伸生　文学部・教授
陶　　徳民　文学部・教授
藤田　髙夫　文学部・教授
長谷部　剛　文学部・教授
研究期間 2014年度（ 1年間）
成果概要
　本研究は実質 3カ月程度の実施期間であったが、次の成果をあげることができた。
1 ）藤澤南岳・黄坡宛て書簡235通（未整理分書簡no.133～167、313～512）を翻刻した。
これは泊園文庫所蔵の書簡のほぼ半数にあたる分量である。
2）藤澤東畡・南岳の著作のデータ入力を進めた。すなわち東畡撰『東畡先生文集』10巻
8 冊（木版本）、『南岳日記』01および02（写本）、南岳編『七輯』3冊（活字本）で、い
ずれも泊園書院の重要文献である。このうち『南岳日記』は南岳の全日記のうちの約三
分の一に相当する。また南岳著『酔世九剤』 1冊（活字本）を陶教授の指示によりデー
タ入力した。
3）論文・訳注としては印章の研究として吾妻重二「泊園文庫の新出印章と藤澤黄坡の印
章について」を発表し、また長谷部剛「藤澤南岳と明治大阪詩壇（一）―妻鹿友樵の漢
詩への添削について」を発表予定である。南岳門人・岡田松窓の漢詩集『松窓遺稿』に
ついては、本学非常勤講師・前原あやの氏の協力を得て吾妻がその訳注作成を進めた。
4）門人の調査に関しては、本学大学院東アジア文化研究科博士課程後期課程・横山俊一
郎氏の協力により、『登門録』『泊園書院同窓会名簿』などの資料を網羅的に調査して多
数の泊園出身実業家を新たに見出した。
5）泊園関連書画および古書の収集としては、中谷教授・長谷部教授の支援により南岳「二
行書」（一軸）、「大坂画壇」（一巻）、南岳門人の下岡忠治書幅（一軸）、中井竹山『草茅
危言』5冊（木活字本）、雪堂上人自筆『琴譜新声』1冊（写本）などの貴重書を収集した。
6 ）藤田教授の協力のもと、自筆稿本群および印章に関し「WEB泊園書院」コンテンツ
を充実させ、これをウェブ上に公開した。これらはいずれも重要な整理・調査であり、
今後の研究展開のための貴重な足がかりとなるものである。
南岳印章 1 南岳印章 2
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研究課題 道頓堀の景観変遷―芝居町から「食い倒れの街」へ―
研究代表者 長谷　洋一　文学部・教授
研究概要
　本研究では、これまでの明治後期を中心とする道頓堀芝
居町研究の成果を受けて、その後の時期、具体的には大正
12（1923）年に建設される松竹座以後の道頓堀の「暮らし
と景観の変遷」を跡付けることを課題とする。具体的な課
題は以下の通り。
①ランドマークとなる松竹座に関わる道頓堀の舞台美術に
関する研究。本年に遺族から寄贈された山田伸吉資料の
調査研究を進めるとともに、同業者である舞台美術家の大塚克三資料を通して道頓堀の
舞台美術の様相を明らかにする。大塚克三は道頓堀を代表する芝居茶屋三亀の次男で、
父大塚春嶺は日本画家、また芝居茶屋大彌は後に「ダイヤ画廊」となるなど、芝居町と
大阪近代の文芸・美術は深くかかわっている。
②道頓堀を構成する茶屋・料理店・土産物屋・料亭・旅館などの飲食店に関する調査研究。
大阪都市遺産研究センターで収集した明治～昭和初期の商標ラベル・チラシなどをデジ
タル化し、さらに地図上に落とすことで、大正期から昭和初期の道頓堀グルメマップが
作成できる。山田伸吉自身も戦後、グルメマップを作成しているが、芝居町から食い倒
れの街への転換が跡付けられる。
③伝統的な和風空間としての道頓堀に、洋館の松竹座が建つことで、街全体に洋風化がす
すんだ過程を建築景観として究明する。なかでも実際には建てられず幻となったが、洋
風浪花座は、その先駆けとなるものであった。中村儀右衛門資料の中で建築的資料がも
っとも充実した芝居小屋洋風浪花座であるが、秋田県小坂町・康楽館（創建は浪花座と
同じ1910年）を参考にCGによる復元を行う。
研究分担者
橋寺　知子　環境都市工学部・准教授
林　　武文　総合情報学部・教授
森本　幾子　尾道市立大学・講師
研究期間 2014年度（ 1年間）
成果概要
　本研究は、松竹座が開場した大正12年（1923）以降の道頓堀の「都市文化と景観の変遷」を
跡付けることを課題に、研究実施計画にもとづき推進された。その成果は以下の通りである。
①松竹座に関わる道頓堀の舞台美術に関する研究
　松竹座座付美術家山田伸吉資料に関して、遺族から新たに寄贈された約165点について整
理・調査を行い、その成果を、関西大学博物館で開催された「関西大学博物館冬季企画展　
新収蔵資料展」、センター主催で本学東京センターにおいて開催されたパネル展や早稲田大
学演劇博物館で開催されたコラボ展に出品し、公開した。
②CGによる洋風浪花座の復元
　「大阪の劇場大工	中村儀右衛門資料」にもとづき製作された「洋風浪花座復元模型」を
もとに、CGを制作し、CG「幻の洋風浪花座編」として、センターHPで公開している。CG
の制作に際しては、秋田県小坂町・康楽館に内部映像の撮影で協力を得るとともに、道頓
堀商店会の斡旋で、かつての店舗の面影を残している店舗の実測調査を行い、それらをも
とにCGでは道頓堀の通りから浪花座内部までを復元している。
③茶屋・料理屋・土産物屋・料亭・旅館などに関する調査研究
　明治期から昭和初期にかけて大阪を中心とする店舗の商標ラベル303点のコレクションで
ある「浪花贅六庵蒐集ラベルコレクション」の整理・調査を行い、データベース化して、
センターHPで公開している。コレクションのほとんどの店舗が、道頓堀を中心に大阪市
内の川沿いに分布しており、データベースでは、店舗をマップ化して、地図から検索でき
るようにしている。本研究は、美術史・商業史・建築学・情報学という学際的な成果を生
み出し、新生「なにわ大阪研究センター」での共同研究のモデルとなるとともに、研究や
成果の公開においては、本学が連携協力関係にある道頓堀商店会や早稲田大学との連携を
一層強化するという成果をもたらした。
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研究課題 文化と技術の融合を通して大阪と地方の連携を図るハブ形成実践研究
研究代表者 林　直保子　社会学部・教授
研究概要
　本プロジェクトは、「大阪とともにある関西大学が、各種
のハブとして機能する」具体事例を形成する実践研究であ
る。本研究の基礎は、文部科学省・私立大学戦略的研究基
盤形成支援事業で構築された「社会的信頼システム創生セ
ンター」の 4 年にわたる研究実践から生み出されており、
「弱いつながりを双方に利益のあるようなポジティブネット
ワークに転換し、多様な人々の共同によって社会問題の解
決と社会効率の上昇を図る」という具体的目標を持っている。この実践理論はPONETシ
ステムと呼称される。このPONETシステムを用いて、本学図書館が所蔵する江戸中期・
大坂画壇の名品（大岡春ト「浪花及澱川沿岸名勝図巻」）を世界最先端の超高精細デジタル
化することに成功し、また、その展示機会の創造を通じた地域活性化活動が展開されてい
る。この活動は、デジタル化された文化遺産によって、幅広い社会層が交わる機会をつく
り、「弱いつながり」を構成しようとするものであり、すでに放送局、公営法人、官公庁、
神社など、多様な組織をつなぎ合わせるという実績を生んだ。また、こうした新たなつな
がりが、知識の効率集積を可能とすることも実践的に明らかになっている。また、本研究
は、美術史学、情報学、社会科学が稠密な連携をとって進める学際的プロジェクトであり、
なにわ大阪研究センターが、地域内、地域間をつなぎ、あらたな文化資源を掘り越し、地
域に広めるという結節的ネットワーク（＝ハブ大学）となるよう展開されている。
研究分担者
内田　慶市　外国語学部・教授
中谷　伸生　文学部・教授
研谷　紀夫　総合情報学部・准教授
研究期間 2014年度（ 1年間）
成果概要
　平成26年度には、林原美術館所蔵の平家物語絵巻のうち第11巻（壇
ノ浦）上・および中の一部の超高精細デジタルスキャンを行い、鑑
賞者自身がタッチパネルの操作によりデジタル化された美術作品を
自在に拡大縮小して作品を鑑賞することができる名画ナビゲーショ
ンシステム（日立製作所）で鑑賞可能な形へと画像編集を行った。ま
た、関西大学図書館所蔵の大坂画壇の作品数点ついて、同様にデジ
タル画像化した。
　研究成果の公開の場として、平成27年 5 月29日～ 6月 1日
に、グランフロント大阪において、ビジュアリゼーション・
ラボラトリー大阪、関西大学・VOLCANOプロジェクトお
よびなにわ大阪研究センター設立準備室の主催、林原美術館
の共催で、「淀川今昔明日物語Ⅲ」と題したデジタル展示会
を開催した。
　平成27年度 7月から 9月にかけて、林原美術館の特別展「すべて魅せます平家物語絵巻」
において、関西大学が特別協力として平家物語絵巻第11巻のデジタル展示を提供した。
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2015年度
研究課題 泊園書院の調査・研究の充実と展開
研究代表者 吾妻　重二　文学部・教授
研究概要
　本研究は「平成26年度	創立130周年記念特別研究費（なにわ大阪研究）」における研究課
題「関西大学の知的ルーツ「泊園書院」の調査と研究」を発展させるものである。江戸時
代の文政 8年（1825）、藤澤東畡により大阪市中に開かれた漢学塾・泊園書院は明治以降も
藤澤南岳、藤澤黄鵠、藤澤黄坡および石濱純太郎の努力によって隆盛した。この間、泊園
書院からは近代ジャーナリスト先駆者の岸田吟香、浪速銀行頭取の永田仁助、日本大学初
代学長の松岡康毅、英吉利法律学校（現中央大学）創立者の一人山田喜之助、尼崎紡績（現
ユニチカ）の創業者福本元之助、台北帝国大学初代総長の幣原坦、武田薬品創業者の武田
長兵衛など日本近代の発展を支えた多くの人材が輩出している。本学と泊園書院との関係
は、黄坡が本学専門部の中心教授として活躍したことに始まる。さらに本学文学部教授と
なった石濱により、泊園書院のぼう大な蔵書や印章が戦後「泊園文庫」として寄贈され、
これを機縁として東西学術研究所や泊園記念会が設立された。江戸時代以来の泊園の学統
が本学の教学に合流し、新たな発展を見せるのである。本研究では近世・近代における大
阪の知的拠点であった泊園書院の学問や蔵書、教育、門人、著作、詩文、書簡等の調査・
研究をさらに充実させるとともに、成果発信の一つとして国際シンポジウムを開催する。
これは近世・近代の大阪文化の解明に繫がるのみならず、本学の学問的源流を明らかにし、
再評価するための重要な作業となるはずである。
泊園書院（本院）
研究分担者
陶　　徳民　文学部・教授
藤田　髙夫　文学部・教授
二階堂善弘　文学部・教授
長谷部　剛　文学部・教授
研究期間 2015年度～2016年度（ 2年間）
成果概要
　以下の成果をあげることができた。
1 ）創立130周年記念・泊園書院シンポジウム（第56回泊園記念講座）の開催
　2016年10月30日（日）、「泊園書院と漢学・大阪・近代日本の水脈」をテーマとし千里山
キャンパス第 1学舎 1号館A601にて開催した。
2 ）泊園文庫所蔵の書簡の翻刻
　泊園文庫所蔵の書簡のほぼすべての翻刻が完了した。
3 ）泊園門人データの入力
　泊園文庫自筆稿本に含まれる『勤惰表』（成績表）6～ 8、『月謝領收簿』、『束脩領收録』、
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『通学生勤惰表』1～ 5などを入力した。『登門録』『泊園同窓会名簿』など門人録の入力と
あわせ、門人関連データのかなりの部分が入力できた。
4 ）泊園文庫書籍の撮影
　泊園文庫の一般書籍につき、107部、283冊を撮影した。これまでの撮影分とあわせて泊
園文庫書籍の 4分の 1程度が撮影完了したことになる。
5 ）著書・論文の出版・発表など
　泊園書院の初めての紹介冊子として吾妻『泊園書院　なにわの学問所・関西大学のもう
一つの源流』（全20頁）を出版した。また昭和 2年から18年まで同院で刊行されていた新聞
「泊園」を原寸大で影印し、『新聞「泊園」　附	記事名・執筆者一覧　泊園書院人名索引』
（全436頁）として出版することができた。
泊園書院址 泊園書院跡
研究課題 新出「浪花名所図屏風」の調査・研究
研究代表者 長谷　洋一　文学部・教授
研究概要
　本研究では、《浪花名所図屏風》の調査研究を通して「近
世後期大坂の景観研究」を行うことを課題とする。具体的
には以下の通り。
①場所の特定や製作環境に関する研究
　一部ではあるが場所の特定が未確定である名所も存在す
る。この期の絵画資料として主として『摂津名所図会』や
《京・大坂図屏風》（大阪歴史博物館蔵）、《大坂市街図屏風》
（個人蔵）をあげるにすぎない。類例作品の比較検討を通して描かれた名所の全確定や建
物、船舶の構造から製作時期、筆者など《浪花名所図屏風》が持つ地誌情報や製作環境を
明らかにする。
②可視化とデータベース化による景観変遷の研究
　名所は細かく描かれているために屏風上の任意の場所の拡大図を虫眼鏡で見ているかの
ように表示できるコンテンツを制作するほか《浪花名所図屏風》では描写上の歪んだ空間
を補正し現在の大阪市街図と重ね合わせた鳥瞰シミュレーションによる可視化を行う。ま
た天満宮、四天王寺、大坂城など主要な名所のデータベース化を行い、名所の個別的な詳
細な景観変遷を明らかにする。
研究分担者
黒田　一充　文学部・教授
林　　武文　総合情報学部・教授
井浦　　崇　総合情報学部・准教授
橋寺　知子　環境都市工学部・准教授
藪田　　貫　関西大学名誉教授
Ehmcke,	Franziska　ケルン大学名誉教授
森本　幾子　尾道市立大学・講師
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研究期間 2015年度（ 1年間）
成果概要
　本研究は、新出の「浪花名所図屛風」（六曲一双）の調査・研究を通して「近世後期大坂
の景観研究」を行うことを課題に、研究実施計画にもとづき推進された。その成果は以下
の通りである。
①場所の特定や製作環境に関する研究
　屛風に描かれた風景は、画面背後の山並みは西側から東方の生駒山地を眺めたもので、
左隻には桜宮、大坂城、天満天神や道頓堀の芝居小屋、右隻は阿弥陀池和光寺、四つ橋、
住吉大社の風景が描かれているが、左隻に天満橋や大川の風景、右隻に安治川の河口に浮
かぶ菱垣廻船が見えるなど、屛風に描かれた名所は必ずしも実際の地理とは一致しておら
ず、全体を扁平なS字状の配置にして描いている。このような構図をもつ大坂図屛風は、
類例のないものと考えられる。
②可視化とデータベース化による景観変遷の研究
　この屛風は、『摂津名所図会』などの図版との比較・検討により、江戸時代に盛んに描か
れたさまざまな名所図会をもとにして制作されたことがうかがえる。絵の表現としては稚
拙なところがあるが、明治に入り近代化で景観が変わる前の近世大坂の最後の光芒をとど
めた稀有な作品であることが判明した。そこで、『摂津名所図会』のうち現在の大阪市域に
あたる巻之一から四を選び、祭礼・法会・信仰・民俗行事・興業・商業・産物・名勝など
に関するものを抽出し検索するデータベースを製作するとともに、特定できた場所につい
ては、屛風上をクリックすることにより、『摂津名所図会』や現在の写真が表示できるデジ
タルフラッシュコンテンツを制作した。
研究課題 近代大阪文化の多角的研究―文学・言語・映画・国際事情―
研究代表者 笹川　慶子　文学部・教授
研究概要
　大阪の歴史的変遷とともに、当然、文学、芸術・文化、言
語も変化していった。宮本又次氏の多数の著作に見られる
ように江戸期の大阪文化は、以前より注目されてきたが、近代
の大阪文化は、未だ解明されていないことが山積されている。
そこで本研究は、明治から昭和までの大阪の歴史的変遷を
とらえ、近代大阪文学、大阪映画文化、大阪弁、近代大阪
文化研究の国際事情の 4 つの領域に焦点を当て、大阪の近
代文化がどのように変化していったのか、多方向から研究を進めていく。
方法としては、関西大学の『大阪文藝資料』、大阪府立中之島図書館『織田作之助文庫』『藤
澤桓夫文庫』、ワッハ上方の近代上方落語・大阪昔話資料、メリーランド大学『プランゲ文
庫』、ハーバード大学燕京図書館、アメリカ議会図書館などの大阪文化資料を利用し、さら
に、『大阪時事新報』など、なにわ大阪研究センター所蔵の資料を用いる。
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　これらの資料を精査し、文学、映画、言語、国際事情など多角的な観点から研究を進め
ることによって、大阪近代文化を総合的に捉え、その研究発展に尽力したい。
研究分担者
増田　周子　文学部・教授
日高　水穂　文学部・教授
Cronin,	Michael	Paul	College	of	William	and	Mary・助教授
研究期間 2015年度～2016年度（ 2年間）
成果概要
大阪映画研究
　『大阪時事新報』の明治期および大正期を調査し、大阪の映画館の映画興行状況に関する
基礎データベースを作成した。
　とりわけ大阪最大の映画会社であった帝国キネマ演芸の活動を重点的に調査した。また、
その比較対象として、同時代に横浜に設立された大正活映の活動を明らかにした。さらに、
帝国日本の統治下にあった朝鮮および台湾の映画市場における帝国キネマ演芸の活動を調
査分析し、比較した。加えて、アメリカとアジアの関係に着目しつつ、帝国キネマ演芸の
存続した時代の世界映画配給システムを明らかにした。これら一連の調査分析により帝国
キネマ演芸の全体像が明らかになりつつある。
近代大阪文学研究
　昭和大阪の文士劇「風流座」の公演について研究を進め、大阪や関西の文士達の芸能へ
の関りを追求した。さらに、大阪作家宇野浩二の芥川龍之介を揶揄した「龍介の天上」と
いう童話について考察し、中国の杭州師範大学で基調講演を行った。その他、朝日新聞社
初代編集長の津田貞や、藤澤桓夫の文学について考察し、講演を行った。津田や藤澤は泊
園書院とも関係する人物で、なにわ大阪センターの他の班との連携を意識した。
近代大阪方言研究
　昭和初期に大阪で生まれた「しゃべくり漫才」の由来と現在に至るまでの展開について
調査・分析し、 2 つの成果報告論文にまとめた。「漫才の賢愚二役の名称と役割の変容―
「ツッコミ」「ボケ」が定着するまで―」では、漫才コンビの賢愚二役の役割関係と名称の
変遷を、演芸事典（辞典）、演芸評論、国語辞典等の漫才に関する記述・言説を分析するこ
とにより明らかにした。「漫才の賢愚二役の掛け合いの変容―ボケへの応答の定型句をめぐ
って―」では、漫才の掛け合いの型の変遷を、昭和初期から1980年代までの漫才台本分析
することにより明らかにした。
近代大阪文化研究の在米資料調査および近代大阪文化の国際事情研究
　ハーバード大学燕京図書館とメリーランド大学の訪問、及び他大学のデータベースの調
査を通じ、大阪関係資料や大阪文化関連雑誌の所蔵状況を調査した。調査結果は、2016年
度研究成果報告書に掲載した。谷崎潤一郎研究と織田作之助研究を中心に発表し、著書を
出版した（単著）。谷崎の絶筆を翻訳し、出版した。大阪と済州島の繫りを研究し、学会に
おいて英語で発表した。月例研究会の成果をもとに、なにわ大阪研究研果報告書『近代大
阪文化の多角的研究―文学・言語・映画・国際事情』をなにわ大阪研究センターから出版
した。執筆者は研究メンバーの笹川慶子、日高水穂、増田周子、Michael	P.	Croninに加え
て、関西大学文学部の森勇太氏にご参加いただいた。
近代大阪文化の多角的研究
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研究課題
文・社・情連携による地域文化資源の発掘、デジタル化および地域活性資源化
―DCH構築による地域研究ハブ形成の実践―
研究代表者 林　直保子　社会学部・教授
研究概要
　なにわ大阪研究センターに期待されているハブ形成機能
を、地域内部の内向きのネットワーク形成（＝結束型ネッ
トワーキング）にとどめるのではなく、大阪周辺地域まで
を含めたネットワーク形成（結節型ネットワーキング）へ
と展開できるかどうかを、実践的に検討するというのが本
プロジェクトの課題である。今回の研究でフィールドとし
て設定したのは、文人画をめぐって、江戸時代中期に大阪
との文化交流が歴史的に確認されている岡山県である。そのなかで、岡山市・林原美術館
には大阪と深いつながりをもつ浦上玉堂の作品など、文人画が多数収蔵されている。今回
は、技術的なチャレンジの視点と、文人画以外での大阪の物語の掘り起しの視点から、日
本国内で唯一全巻がそろっている「平家物語絵巻」（総延長940メートル）を対象として、
超高精細デジタル化とその展示を企画した。関西大学は、これまでも大坂画壇の作品を通
じて、天満およびその周辺地区を焦点とした結節型ネットワークの形成事業を行ってきて
いるが、今回デジタル化した「平家物語絵巻・第十一巻・上」で描かれている屋島の戦い
のスタートが渡辺の津（のちの八軒屋浜、現在の大阪市北区・天満橋近辺）および福島で
あることもあり、各種展示からこのコンテンツが大阪内外のさまざまな人々を結びつける
効果をもつことが明らかになっている。大学と美術館ばかりでなく、高校、企業、公益法
人、商店街などがこのデジタル化された文化遺産をめぐってつながり、過去の大阪の物語
を通じてあらたなネットワークが形成されていくことを観察することができた。また、大
阪から岡山へ、岡山から大阪への興味も高まってきており、結束型ばかりではなく、結節
型のネットワーキングへの展開の高い可能性が確認された。
研究分担者
内田　慶市　外国語学部・教授
中谷　伸生　文学部・教授
与謝野有紀　社会学部・教授
研谷　紀夫　総合情報学部・准教授
浅利　尚民　林原美術館学芸課・課長
研究期間 2015年度～2016年度（ 2年間）
成果概要
　平成27年12月に京都で行われた世界工学会議において、プロジェクトの成果として平家
物語絵巻の超高精細画像を展示した。また、平成28年 3 月12日～14日には、グランフロン
ト大阪にて、多摩美術大学との共催でデジタル展示を実施した。
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　また、平成27年度には新たに、浦上春琴「玉堂寿像」・浦上玉堂「松風萬樹」・西山芳園
「花鳥大横物」・池大雅「春山精霽靄」・森狙仙「虎」の 5点を高精細デジタル化した。これ
らの画像を用いて、3月 5日に堺市で講演会を行った。また、3月 5日から 4月 3日まで、
林原美術館の企画展にてデジタル展示を行った。
　本プロジェクトは、なにわ大阪研究活動を、大阪における地域内部の内向きのネットワ
ーキング（＝結束型ネットワーキング）にとどめるのではなく、大阪周辺地域までを含め
たネットワーキング（＝結節型ネットワーキング）へと展開し、なにわ大阪研究拠点のハ
ブ形成を実践的に試みようとするものであった。
　2016年度には、2015年度の活動においてデジタル化を行った林原美術館（岡山市）所蔵
の文化財資料、および関西大学図書館所蔵作品の画像を用いて、結束型・結節型ネットワ
ークの形成事業を展開した。
　関西国際空港における「大阪の歴史・文化魅力体験プロジェクト（2016年10月）」、デジ
タル画像を用いた講演「文人ネットワークの中心地としての天満（講師：与謝野有紀、2016
年11月）」、「天満から始まる『つながり』の物語（与謝野有紀、2017年 2 月）」などを行っ
た。これらの実践活動により、デジタル化された文化財資料コンテンツが、人々の地域へ
の愛着を醸成するだけでなく、地域内外のさまざまな人々を結びつける効果をもつことが
改めて明らかとなった。
　文化財資料によるネットワーキングの成果の一つとして、2016年度に実現した本プロジ
ェクトと大阪北浜の料亭「花外楼（天保元年創業）」の間の研究協力があげられる。
　花外楼は、明治 8年、日本の立憲体制の礎となる大阪会議の舞台となった老舗料亭であ
り、歴史的にも貴重な資料が非常に多く保管されている。
　それらの資料のうち、大阪で活躍した画家菅楯彦の作品を中心に、絵画20点について高
精細デジタル化を行った。
　デジタル化した資料は、2017年 4 月～ 5月になにわ大阪研究センターの「関西大学のな
にわ大阪研究」展で展示されるほか、2017年 7 月に、グランフロント大阪にて、大坂画壇
研究の研究者による解説とともに公開する予定である。
　また、その際には、花外楼女将による大阪の歴史と文化についての講演を開催し、幅広
い社会層の交流の場を提供する。
　この研究成果の骨子は、通常はアクセスすることが困難と考えられ、さらに、実際に資
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料を得ることが難しいという声のある大阪を代表する伝統ある高級料亭の絵画資料を、当
該料亭、大学、そして地域の三者にとって利益のあるようなポジティブネットワークを形
成することでデジタル化し、公開できた点である。
　この成果は、社会科学的な理論的背景を持って行われているが、さらに、学内の人文、
社会、情報系の行動を推進によってなされている。
　この研究から、社会運動論の理論の一つである資源動員論の視点が、地域活性化に必要
であることを示唆されており、理論的にも大きな成果がえられたものと考えている。
2016年度
研究課題 住吉・堺の歴史景観の復元
研究代表者 黒田　一充　文学部・教授
研究概要
　本研究は、以下 5項目を研究の目的とする。
①住吉・堺の景観の変遷に関する研究
　すでに平成27年に住吉大社境内と宿院頓宮の石灯籠の調
査を終えており、今後は狛犬や石碑など石造物の銘文を調
査する予定で、地図および報告書の形でまとめる予定であ
る。また、住吉神宮寺や堺・開口の大寺など神宮寺につい
て調査する。あわせて、名所としての住吉社を考えるため
に、近世の名所図会、新出の『浪花名所図屛風』などの図版の分析をおこなう。
②住吉・堺の文学遺跡に関する研究
　住吉・堺を舞台にした文学作品、住吉を訪れた文人たちの記録類の調査をおこない、ゆ
かりの地が特定できる場合は地図上に落として石碑などの写真を入れた文学遺跡地図を作
成、公開する。
③住吉大社と周辺の近代化に関する研究
　明治以降の住吉大社の建物について、新しく入手した明治28年の建築図の翻刻と公開を
進めるとともに、大阪最古の公園として整備された住吉公園について研究する。
④住吉祭とコミュニティーに関する研究
　住吉・堺の住民たちが参加する 8月の住吉祭を中心に、住民の祭りに対する意識の問題
など、コミュニティーの問題を研究する。
⑤鳥瞰シミュレーションによる可視化
　境内の変遷や、文学遺跡を地図上に重ね合わせていく鳥瞰シミュレーションをおこない、
地図上の点をクリックすると拡大写真が見えるデジタルコンテンツを作成する。
研究分担者
乾　　善彦　文学部・教授
岡　絵理子　環境都市工学部・教授
橋寺　知子　環境都市工学部・准教授
井浦　　崇　総合情報学部・准教授
櫻木　　潤　高野山大学・助教
研究期間 2016年度（ 1年間）
成果概要
　本研究では住吉大社とその周辺地区、および住吉大社の夏祭りの神輿渡御先である堺市・
宿院頓宮の周辺を対象に、人びとと景観の歴史的な変遷を課題に、研究実施計画にもとづ
いて推進した。その研究成果は、以下の通りである。
1 ．住吉・堺の景観変遷の研究
　住吉大社の境内に林立する石燈籠群の悉皆調査を行い、写真撮影と高さの計測、銘文の
調査を行った。一般の方へ研究成果を紹介する手段としては、石燈籠マップを制作すると
ともに、ワークショップを行った。また、住吉は歌枕の地として、文人たちが集まった土
地であり、文学碑なども多く建てられている。それらの調査とマップの作成を行った。住
吉大社の夏祭りは、堺へ神輿が渡御するものだが、この祭りを支える人びとの様子を探る
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材料として、大和川の付け替えの問題に焦点を当てた。大坂市中で祭りの見世物として制
作されたつくりものについても考察した。
　さらに、堺の地場産業については、鉄砲鍛冶屋敷の古文書調査を行い、新しい知見を得
た。住吉大社の景観が大きく変化したのは、明治維新後の廃仏毀釈による神宮寺の破却で
ある。神宮寺の建築についての研究とともに廃仏毀釈が落ち着いて社殿が改修された時期
にあたる明治28年の建築図面の翻刻作業を行った。この資料は、住吉大社にも残っていな
いものである。
石燈籠MAP
2 ．デジタルコンテンツの作成
　これらの研究成果の一部は、冊子体の報告書で紹介したが、それ以外に一般の方にも地
図上でその変遷を表現するデジタルコンテンツを井浦が制作した。
　こちらは住吉だけではなく、広く江戸時代後期の大坂の名所を描いた「浪速名所図屏風」
を使い、屏風の画面上に描かれた寺社などの名所を、『摂津名所図会』の場面と現在の様子
の写真に切り替えて、歴史的な変遷がわかるように工夫した。
浪花名所図屛風コンテンツ 1 浪花名所図屛風コンテンツ 2
研究課題 なにわ大阪の「笑い」に関する調査と研究
研究代表者 浦　和男　人間健康学部・准教授
研究概要
『鳥羽絵三国志』
（享保五年、大坂・寺田与
右衛門板）
　本研究は、以下の課題を通してなにわ大阪の「笑い」を追求
する。
①	幕末から戦後までの出版物、雑誌・新聞記事などを調査し、大
阪の「笑い」の歴史的変遷を追う。あわせて、関西大学総合
図書館所蔵の「笑い」関連書籍、雑誌の調査を行い、「上方芸
能遺産活用実行委員会」で編集する資料目録作成に協力する。
②	大阪社会の在り方と「笑い」の関係を考察し、大阪社会がい
かに「笑い」を生み出し、受け入れるシステムを構築してい
るかを解明する（社会学領域）。
③	漫才、落語以外の、狂言など古典芸能の「笑い」の変遷と特
質を解明する（古典芸能領域）。
④	パーソナリティから見る大阪人の「笑い」を考察し、大阪人
の気質がいかに「笑い」と関わるかを解明する（心理学領域）。
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⑤	笑いのプロデューサーたちに聞き取り調査を行い、大阪の「笑い」の側面史を探り出す。
放送作家、元NHKプロデューサー、演者など笑芸に携わってきた方々らにインタビュ
ーを行い、笑いのプロデューサーたちのライフヒストリーと大阪の「笑い」の変遷を追
う（インタビュー調査）。
　以上の課題解明を進め、大阪の「笑い」とは何かを再考し、大阪文化研究の新しい領域
を開拓したい。
研究分担者
雨宮　俊彦　社会学部・教授
森下　伸也　人間健康学部・教授
関屋　俊彦　関西大学名誉教授
太田リヨ子　著述業
研究期間 2016年度～2017年度（ 2年間）
成果概要
1 ）研究班全体で 6回の研究会を開催した。研究会では、大阪の「笑い」を多面的に分析
し、他研究機関が取り組んでいない分野を積極的に取り上げることによって、新しい事
実を多数掘り起こすことができた。
2）ニューズレターを 1～ 8号まで発行した。研究会報告、研究員の研究成果報告、史料
翻刻などを掲載した。
3）最終成果報告として報告書『なにわ大阪の「笑い」に関する調査と研究』を刊行した。
4）大阪の「笑い」については、まだまだ知られていないこと、不明なことが多いという
点が、明らかになり、大阪という社会を言語、文化、心理、歴史の側面から総合的にか
つ多面的に「笑い」を分析することによって、大阪が「笑い」の土地となった理由を解
明する可能性があることが示唆された。また、海外の研究者の報告から、大阪の「笑い」
の独自性として、型にはまらない自由な「笑い」、日常的な「笑い」の豊富さが指摘さ
れ、織田作之助の「大阪の『笑い』はリアリズムの極地」という記述を再検討する重要
性が浮上した。他大学の「笑い」関連の研究プロジェクトに比し、本研究班の研究は多
面的に大阪の「笑い」を掘り下げる試みであり、学外関係者からは、 2年間に渡りハブ
機関として関西大学が重要な役割を果たしたと評価されている。大阪の「笑い」に関し
ては「多くの未解明な点がある」ことが明確となった点は、大きな研究成果であるが、
今後、ハブとしての役割をどのように継続し、未解明な点をどのように解明して行くか、
という大きな課題が残っている。
2017年度
研究課題 大阪における防災情報コンテンツの開発と防災教育の実践
研究代表者 林　武文　総合情報学部・教授
研究概要
　本研究は、総合情報学と社会安全学の分野における連携に加え、地域の自治体や関係団
体および地域住民と密接な関係をもちながら防災教育を進めるように計画されている。こ
れまでの実績に基づく地域連携を進めながら、新しい防災教育の方法を模索していく。
（2017年度）防災情報の構築、コンテンツ開発、防災教育アプリを開発し、防災教育の実践
を通して地域に最適な防災教育の方法を検討する。これまでに連携実績のある高槻市、大
阪市、堺市、大阪府下の地域の行政や関係団体と連携を取りながら進める。
　高槻市を対象の中心としたハザードマップアプリの構築と防災学習コンテンツの開発を
通して、市民に向けた情報発信の方法について検討する。地域特有の問題の抽出と効果的
なコンテンツを設計し、コンテンツの完成度を高め、大阪府下で行ってきた専門家と市民
の相互学習における教育を展開するとともに、得られた地域特有の防災情報を可視化して
発信していく。
（2018年度）初年次に得られた成果に基づき、コンテンツおよび教育実践を大阪府下の様々
な地域に展開していく。情報発信は、大学キャンパス所在地の他、グランフロント大阪・
ナレッジキャピタル等を利用して広く市民に向けた広報を行う。
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研究分担者
堀　　雅洋　総合情報学部・教授
城下　英行　社会安全学部・准教授
研究期間 2017年度～2018年度（ 2年間）
研究課題 大阪の防災・減災をめざした体験型水防災教育
研究代表者 尾崎　平　環境都市工学部・准教授
研究概要
　本研究では、大阪および周辺都市の水災害による浸水が
予測されている地区に存在する小学校の中学年（ 3 年生お
よび 4 年生）を対象に、年 2 校において体験型防災教育を
実施する。
　実施内容は以下のとおりである。
A．ジオラマ都市水害模型を用いた防災教育実施方法
1 ）ゲリラ豪雨などでマンホールなどから溢れて浸水する
内水氾濫、 2 ）川が増水して堤防から溢れて浸水する外水
氾濫、 3）津波や高潮による氾濫、 4）町に浸水した水が地下室に流れ込む地下空間浸水
という 4種の現象と、対策の一つである、 5）地下トンネルによる洪水対策、について説
明するとともに、実験の前後に、アンケート方式で質問に答えてもらい、理解が深まった
かどうかを調査する。
B．浸水時体験ドア模型を用いた防災教育実施方法
6 ）ドアの両面にある水槽に水を入れ、その水深差によってドアにかかる水圧を設定する、
7 ）水深差は 0 ～60cmの間で、体験者に、自分が開けることができると予想した水深差
を申告してもらい、設定する、 8 ）ドアを開けてもらい、ドアが15cm開くまでに要した
時間を測定する、ただし、開けられなかった場合には中断する、 9）体験後に、簡単なア
ンケートを実施する。これにより、水圧は、水の量ではなく、水深に関係していることを
知ってもらうのも、本実験の目的とする。
研究分担者
安田　誠宏　環境都市工学部・准教授
石垣　泰輔　環境都市工学部・教授
研究期間 2017年度～2018年度（ 2年間）
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研究課題 関西大学千里山キャンパスの景観変遷と可視化
研究代表者 橋寺　知子　環境都市工学部・准教授
研究概要
　本研究は、下記の 3項目を目的とする。
1 ．千里山キャンパスの景観の変遷に関する研究
　千里山キャンパスの景観の歴史的変化や村野藤吾のキャン
パス計画に関しては、すでに研究を進めており、建築学科建
築意匠研究室において、学生たちとともに資料の分析を進め、
学位論文や修士論文、また年史紀要等で成果を発表している。
　また、京都工芸繊維大学美術工芸資料館には、村野藤吾コ
レクションとして村野藤吾の設計図面が所蔵されており、長
年、村野に関する研究が進められている。
　このコレクションには本学に関する図面が3000点近く含まれる。
　両大学でのそれぞれの研究成果を統合し、後述のアプリに用いるコンテンツの作成・精
査を行う。
　また、1990年以降のキャンパスの景観形成については、まだ詳細に整理・分析していな
い。これまでの資料の蓄積と現代の景観を結合させる分析を行う。
2 ．創立以来の「学舎」の意義と関わった人々に関する研究
　関西大学の原点である関西法律学校は、創立当初は寺院に
教場をもち、その後、本学は江戸堀学舎を構え、移転・新設
を経て、現在に至る。大学にとって「学舎」の持つ意義は大
きく、本研究ではその意義を問うとともに、本学の主要人物
の事績を改めて整理する。得られた知見は、キャンパスに現
存する彫像や記念碑、校舎の解説等として公開する。
3 ．千里山キャンパスの景観変遷の可視化（アプリの開発）
　景観の歴史的変化を現地で体感できるアプリを開発する。スマートフォンをかざすと失
われた校舎や風景が現在の風景に重ねて表されたり、記念碑や彫像の詳しい解説が現地で
読めたり、本学の歴史を体感できる、効果的で操作の容易なシステムやインターフェース
の検討を行う。
研究分担者
市原　靖久　法学部・教授
井浦　　崇　総合情報学部・准教授
笠原　一人　京都工芸繊維大学・助教
研究期間 2017年度（ 1年間）
成果概要
　本研究は、関西大学の歴史が刻まれた千里山キャンパスの景観の変遷を資料から明らか
にし、可視化しようとするもので、具体的にはスマートフォンで利用できるアプリ、「AR	
KANDAI」を開発した。このアプリは、現在のあすかの庭の位置にかつて存在した第 1学
舎旧 1号館（村野藤吾設計）をARで現在の景観の中へ出現させるものである。またこの
アプリと連動するホームページを作成し、景観の変化や本学のキャンパスの歴史に関する
トピックス、関わった人物の物語などを読めるようにした。
　詳細は以下の通り。
（1）千里山キャンパスの景観の変遷に関する研究
　これまでの研究の蓄積をもとに、年史編纂室所蔵写真資料等を用い、アプリで再現する
エリアの選定、旧 1号館のデータ作成、キャンパスの景観変遷過程の整理等を行なった。
（2）創立以来の「学舎」の意義と関わった人々に関する研究
　関西大学の130年のあゆみを学び舎のありように注目して、「寺院教場時代」、「校舎・学
舎時代」、「マルチキャンパス時代」に三分して概観し、教える者と学ぶ者にとって校舎・
校地がどのような意味をもつのかをまとめた。
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（3）千里山キャンパスの景観変遷の可視化（アプリの開発）
　アプリの開発は、効果的で操作の容易なシステムやインターフェースの検討、上記（1）
（2）の研究成果をアプリにリンクさせる方法の検討を行った。
　これらの成果は、2017年度末に報告書としてまとめられ、刊行されている。だが、いち
ばんの成果は、第 1学舎旧 1号館を現地でよみがえらせるアプリ「AR	KANDAI」そのも
の、またそれに連動するホームページの作成である。アプリは、現在、最終の調整中だが、
2018年度の早い時期に、一般の方々にもダウンロードしていただけるよう、ITセンターを
通じてapple	store等に登録する予定である。それとともに、連動するホームページも公開
する。ホームページに関しては、更新が容易なフォームで作成しており、研究終了後も、
逐次関連するトピックスを加筆し、充実を図る。
2018年度
研究課題 なにわ大阪「笑い」文化の再検討
研究代表者 浦　和男　人間健康学部・准教授
研究概要 『鳥羽絵三国志』
（享保五年、大坂・寺田与
右衛門板）
　本研究は、以下の課題を通してなにわ大阪の「笑い」に関わ
るなにわ大阪文化を見直し、その本質を再検討する。
①	漫才、落語の上方演芸の分析では、本学図書館「大阪文芸資
料」に島ひろし、長沖一旧蔵の漫才台本が約450冊所蔵され、
その全貌が前年度の研究で明らかになったので、台本のテキ
スト分析、発話分析を通して、大阪人に好まれた漫才の「笑
い」の特徴を明らかにする。
②	織田作之助は「大阪人はリアリズムを好む、リアリズムを突
き詰めればユーモアとなる」と述べているが、大阪人のリア
リズム好きを心理学的な立場から解明する、具体的には現代
なにわ大阪の広告・コマーシャル、女性の化粧・衣裳・「かわ
いらしさ」の嗜好の傾向という、非言語で可視的な側面にお
ける「笑い」のあり方を考察する。
③	なにわ大阪の社会的な変遷における「笑い」概念の発展を考える、具体的には興行場配
置の時代的変遷と上演内容の変遷、戦前からのラジオ番組と戦後のテレビ番組の「笑い」
のあり方を検証する。
④	なにわ大阪の「笑い」は日本でも独特であるのかという点を、海外の視点から考察する、
の四点を中心に、2016～2017年の特別研究を継続発展させる。あわせて、「笑い」を視座
の中心とする大阪地域研究の拠点化形成を試みる。
　以上の課題解明を進め、大阪の「笑い」とは何かを再考し、大阪文化研究の新しい領域
を開拓したい。
研究分担者
雨宮　俊彦　社会学部・教授
日高　水穂　文学部・教授
木戸　彩恵　文学部・准教授
Till	Weingaertner	コーク大学・准教授
Matthew	Shores	コロラド大学・客員准教授
研究期間 2018年度～2019年度（ 2年間）
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研究課題 なにわ大阪と本山彦一 ―大正期大阪への貢献と本山考古室―
研究代表者 米田　文孝　文学部・教授
研究概要
　本研究では 3つの領域の研究成果を総括して、「なにわ大阪と本山彦一　―大正期大阪へ
の貢献と本山考古室―」を明らかにする。実施内容は以下のとおりである。	
第 1領域　「大正期大阪と本山彦一、大阪毎日新聞、関西大学」
　大正期大阪の著名な財界人、言論人であった本山彦一の大阪での主要な業績を検討する。
大阪毎日新聞社経営、社会貢献、知識人交流、学術支援や学術調査団派遣などを含める。
関西大学の旧制大学昇格時に評議員を務めた経緯、大阪の高等教育への関わりについても
調査する。	
第 2領域　「本山彦一の社会事業と富民協会農業博物館、本山考古室」
　本山彦一は、農業振興と福祉のため、財団法人富民協
会を設立して、農業振興に取り組み、さらに農業博物館
を開館した。そして、その一隅に本山考古室を設置した。
近代建築史の立場から農業博物館の建造物に注目し、そ
の様式と空間配置を解明する。その専有空間比から、啓
蒙的農業振興と社会の改良を目指すという本山の思想と
考古学への関心の併存を明らかにする。
第 3領域「本山彦一の大正期近畿地方先史時代遺跡調査」
　本山彦一は、大正時代に喜田貞吉や鳥居龍蔵らと近畿
地方先史時代の巡検を行ったが、その調査の成果と研究者間の交流、大阪毎日新聞との関
係を明らかにする。河内国府遺跡の発掘調査では、濱田耕作や鳥居龍蔵の支援、南坊城良
興道明寺天満宮宮司との交流や、大阪毎日新聞に速報された発掘成果の実態を調査する。
　大阪に根ざした関西大学から行うこの研究によって、その一端を明らかにして、本山彦
一の人物像を新しく描き直すとともに、本山を通してその舞台である大正期大阪にも視点
を広げることを期待する。
研究分担者
米田　文孝　文学部・教授
橋寺　知子　環境都市工学部・准教授
小倉　宗　　文学部・准教授
井上　主税　文学部・准教授
山口　卓也　関西大学博物館・学芸員
佐々木泰造　元毎日新聞専門編集委員
徳田　誠志　宮内庁書陵部陵墓調査官
研究期間 2018年度～2019年度（ 2年間）
国府遺跡発掘中の本山彦一
（大正 6年：右から 2人目）
